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18世紀英語の歴史・社会言語学的研究書誌

田島松ニ・末松信子＊

18世紀は、規範文法書の相次ぐ刊行、本格的な英語辞典の出現が物語るよ

うに、文法と語彙の両面で 17世紀までの流動的状態から安定へ向かおうとす

る傾向が明確に現れた時代であった。他方で、従来からの地域方言に加えて社

会階層方言も発生するなど、英語史的に見ても、最も典味深く、かつ軍要な時

期である。にもかかわらず、 18世紀の英語は、現代英語との表面的な類似性

のためか、古・中英語はもちろん、シェイクスピア等の初期近代英語とくらベ

ても、厳密な分析・記述の対象になることはこれまで稀であった。しかし欧米

では、近年、歴史的研究が古英語、中英語偏璽から近代英語研究重視へと移行

しつつあり、具体的な成果も発表されつつある。エディンバラ大学の Charles

Jones教授の言葉を借りれば、 18世紀は、 ‘theCinderellas of English historical 

linguistic study’*＊のひとつなのである。このような事情を考慮し、われわれ

も 2001年秋に、「18世紀英語研究会」（仮称）を発足させ、共同研究に着手

している。 18世紀英語のシンタックス、形態、語彙、文体などの実態を、豊

富な第一次資料（小説、戯曲、伝記、書簡、新聞等）に基づいて、歴史的、社

会言語学的観点から、記述しようとするプロジェクトである。そのための準備

作業として編んだのが本書誌である。

われわれの最終目標は 18世紀英語の実態を解明することである。この書誌

もその趣旨に沿って編集した。すなわち、 18世紀英語の諸相を、英語史的観

点から、あるいは社会言語学的観点から、実証的かつ実質的に論じたものを収

集し、副次的、断片的に言及しただけのものは除外した。また 18世紀のスコ

ットランド英語、アイルランド英語、アメリカ英語を扱ったものも除外してい

る。なお、収録した文献は、 2002年 12月末の時点で整理したものであり、も

とより最終版ではない。今後も引き続き補訂するつもりである。

構成は、 1．書誌 (Bibliographies)、2.総説・英語史 (GeneralStudies & Histories 

of English)、3.歴史文法 (HistoricalGrammars)、4.特殊研究 (SpecialStudies)と

し、それぞれの範疇で、さらに国外刊行物（アルファベット頻）と国内刊行物

（五十音順）に分けて提示する。また文献末尾に付した［ ］は編者による補

注である。

＊長崎国際大学人間社会学部講師

* * Charles Jones, A History of English Phonology(London: Longman, 1989), p. 279. Cf. also Joan 
Beal, English Pronunciation in the Eighteenth Century (Oxford: Oarendon Press, 1999), pp. 13-14. 
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